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with Premium Mic Preamplifiers and Multi-FX Processor
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安全にお使いいただくために

限定保証

法的放棄

注意
感電の.恐れがありますので、カ
バーやその他の部品を取り外

したり、開けたりしないでください。高品
質なプロ用スピーカーケーブル（¼" TS 標準
ケーブルおよびツイスト ロッキング プラ
グケーブル）を使用してください。

注意
火事および感電の危険を防ぐ
ため、本装置を水分や湿気の

あるところには設置しないで下さい。装置
には決して水分がかからないように注意
し、花瓶など水分を含んだものは、装置の
上には置かないようにしてください。

注意
このマークが表示されている
箇所には、内部に高圧電流が

生じています。手を触れると感電の恐れが
あります。

注意
取り扱いとお手入れの方法に
ついての重要な説明が付属の

取扱説明書に記載されています。ご使用の
前に良くお読みください。

注意

1. 取扱説明書を通してご覧ください。
2. 取扱説明書を大切に保管してくだ
さ い。
3. 警告に従ってください。
4. 指示に従ってください。
5. 本機を水の近くで使用しないでくだ
さ い。
6. お手入れの際は常に乾燥した布巾を使
ってください。
7. 本機は、取扱説明書の指示に従い、
適切な換気を妨げない場所に設置してく
ださい。取扱説明書に従って設置してくだ
さい。
8. 本機は、電気ヒーターや温風機器、
ストーブ、調理台やアンプといった熱源か
ら離して設置してください。
9. ニ極式プラグおよびアースタイプ 
( 三 芯) プラグの安全ピンは取り外さないで
ください。ニ極式プラグにはピンが二本つ
いており、そのうち一本はもう一方よりも幅
が広くなっています。アースタイプの三芯プ
ラグにはニ本のピンに加えてアース用のピ
ンが一本ついています。これらの幅の広い
ピン、およびアースピンは、安全のためのも

のです。備え付けのプラグが、お使いのコン
セントの形状と異なる場合は、電器技師に
相談してコンセントの交換をして下さい。
10.  電源コードを踏みつけたり、挟んだりし
ないようご注意ください。電源コードやプ
ラグ、コンセント及び製品との接続には十
分にご注意ください。
11.  すべての装置の接地（アース）が確保
されていることを確認して下さい。

12.  電源タップや
電源プラグは電
源遮断機として利
用されている場合
には、これが直ぐ
に操作できるよう
手元に設置して下
さ い。

13.  付属品は本機製造元が指定したもの
のみをお使いください。
14.  カートスタンド、三脚、ブラケット、
テーブルなどは、本機製造元が指定したも
の、もしくは本機の付属品となるもののみ
をお使いください。カートを使用しての運
搬の際は、器具の落下による怪我に十分ご
注意ください。 
15.  雷雨の場合、もしくは長期間ご使用に
ならない場合は、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定のサービス技術
者にお問い合わせください。電源コードも
しくはプラグの損傷、液体の装置内への浸
入、装置の上に物が落下した場合、雨や湿
気に装置が晒されてしまった場合、正常に
作動しない場合、もしくは装置を地面に落
下させてしまった場合など、いかなる形で
あれ装置に損傷が加わった場合は、装置
の修理・点検を受けてください。

17.  本製品に電源コード
が付属されている場合、
付属の電源コードは本製
品以外ではご使用いただ
けません。電源コードは
必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用く
ださい。

技術的な仕様および製品の外観は
予告なく変更される場合がありま
す。またその内容の正確性について、
いかなる保証をするものではありませ
ん。BEHRINGER, KLARK TEKNIK, MIDAS, BUGERA, 
および TURBOSOUND は、MUSIC GROUP 
(MUSIC-GROUP.COM) のブランドです。すべ
ての商標はそれぞれの所有者の財産で
す。MUSIC GROUP は、ここに含まれたすべ
て、もしくは一部の記述、画像および声
明を基にお客様が起こした行動によって
生じたいかなる損害・不利益等に関して
も一切の責任を負いません。色およびス

ペックが製品と微妙に異なる場合があり
ます。MUSIC GROUP 製品の販売は、当社の
正規代理店のみが行っています。ディスト
リビューターとディーラーは MUSIC GROUP 
の代理人ではなく、あらゆる表現、暗示
された約束、説明等によって MUSIC GROUP 
を拘束する権利はまったくありません。
この説明書は、著作権保護されていま
す。本取扱説明書に記載された情報内容
は、MUSIC GROUP IP LTD. からの書面による事
前の許諾がない限り、いかなる利用者もこ
れを複製、使用、変更、送信、頒布、入れ
替え、工作することは禁じられています。

製権所有
© 2013 MUSIC Group IP Ltd.
Trident Chambers, Wickhams Cay, P.O. Box 146,
Road Town, Tortola, British Virgin Islands

適用される保証条件と MUSIC Group の限定
保証に関する概要については、オンライン
上 www.music-group.com/warranty にて詳細を
ご確認ください。
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EURORACK UB1222FX-PRO コントロール

チャンネルフェーダーとその他のコントローラー

 電圧供給およびヒューズ

エフェクトプリセットについての概要 ペダル用接続端子
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EURORACK UB1222FX-PRO コントロール
コントロール
(1) MIC – 各モノチャンネルにはバランス

型マイク入力が XLR コネクターで装備
されており、ボタン一つでコンデンサ
ーマイク用の +48 V ファンタム電源を
供給することが可能となっています。

(2) LINE IN – 各モノ入力端子は、バランス
型 6.3 mm フォンジャックとなってい
ます。

(3) INSERT (インサート) – インサートが使
用され、それは信号がダイナミックプ
ロセッサー或いはイコライザーによっ
て処理されるためです。

(4) LOW CUT – さらに本機の各モノラル
チャンネルには傾斜の強い LOW CUT 
フィルターが装備されており、好ま
しくない低域周波数信号を削除す
ることができます (18 dB / オクター
ブ、80 Hz 時 -3 dB)。

(5) TRIM (トリム) – TRIM コントローラー
を使って入力ゲインを調節します。
入力端子のいずれかに音源を接続
（またはその逆）する際は、このコ
ントローラーを必ず左に絞りきって
ください。目盛りはふたつの異なる
値範囲を示します。最初の値範囲 
+10 から +60 dB は MIC 入力端子に
適用され、供給された信号の増幅を
示します。

 二つ目の値範囲 +10 から -40 dB は
ライン入力端子に適用され、これは
「感度」を示します。

(6) LEVEL SET (レベルセット) – この LED 
は、信号が最高レベルに到達した時
に点灯します。通常の範囲では、信号
クリップ時のみに点灯するように調
節します。

(7) ハイとローの帯域はシェルビングフ
ィルターで、それは全ての周波数が境
界線より高い位置或いはより低い位
置で高くなるか低くなります。高い帯
域と低い帯域の最高周波数は 12 kHz 
と 80 Hz です。中帯域はピークフィル
ターとして解釈され、その中周波数は 
2.5 kHz です。

(8) MON – UB1222FX PRO では、AUX センド 
1 (MON) はプリフェーダーとなってい
るため、特にモニターミックスの設定
に適しています。

(9) FX – FX によって表示される 2 つの 
AUX センドは外部のエフェクト装置の
装着のために考慮され、スイッチオン
されます。

(28) STANDBY (スタンバイ) – スタンバイス
イッチを押すと、マイクロフォン接続 
(XLR コネクター) による全ての入力チ
ャンネルがミュートになります。一時
停止において、PA 設備上に届くマイ
クの雑音が最悪の場合、ラウドスピ
ーカーの振動板を破壊してしまう恐
れを防止することができます。

(29) CD/TAPE MUTE (CD / テープミュ
ート) – このスイッチを使って 
CD / テープ入力からの入力信号がミ
ュートになります。

(30) CD/TAPE RET(URN) (CD / テー
プ巻き戻し) – ステレオフェーダー
はメインミックスに CD / テープ入力
からの導入信号を付け加えます。

(31) CD/TAPE INPUT (CD / テープ
入力) – CD / テープ入力端子は 2 トラ
ックレコーダー (例えば DAT レコー
ダー) 或いは CD プレーヤーの接続
に適しています。

(32) CD/TAPE OUTPUT (CD / テープ出力) 
– この接続は予めグラフィック EQ 
と XPQ サラウンド機能をモノラル盤
で出すためのものです。ステレオの
合計をエフェクトミキシングを含ん
だ非対称的な形で処理することがで
きます。録音装置の導入部をここで
接続してください。

(33) MAIN MIX – 高精度・高品質フェー
ダーがおよびメインミックスの出力
レベルをコントロールします。

(34) MAIN OUT (メイン出力) – メイン出力
はメインミックス信号を導き、+ 4 dBu 
の最低レベルを持つ対称的な XLR 
ソケットとして決められます。

(35) PHONES/CTRL 端子 – この 6.3 mm ステ
レオフォンジャックにヘッドフォンを
接続します。このコネクターは、アク
ティブモニタースピーカー（もしくは
アンプ）をコントロールルームに送り
込むことも可能です。この場合、信号
はメインミックスフェーダーに送り込
まれる前に直接取り込まれます。

(36) 電源 – 青色の POWER-LED が表示され
ますと、装置のスイッチがオンになっ
ているということです。

(37) + 48V – 赤色の + 48 V-LED はファンタ
ム電源のスイッチがオンになった時
に点灯します。ファンタム電源はコン
デンサーマイクの範囲に必要なもの
で、関連するスイッチによって装置の
裏面でアクティブになります。

(38) LEVEL METER/CLIP (レベルメー
ター / クリップ) – 高精度のレベル
メーターは出力信号の強さを表示
します。

(39) FBQ フィードバック検知 
(FBQ FEEDBACK DETECTION) – このスイ
ッチで FBQ フィードバック検知シス
テムを作動させます。フィードバック
周波数が検出されると、周波数バン
ドフェーダー上にある LED が点灯し
ます。フィードバックを抑制するため
には、該当する周波数帯域のフェー
ダーを下げて下さい。グラフィックス
テレオイコライザーのスイッチをオン
にすると、この機能が使えるように
なります。

(40) EQ IN – このスイッチにより、グラフィ
ックイコライザーを起動させます。 
イコライザーのスイッチがオンにな
り、フェーダー LED が点灯します。

(41) MAIN MIX/MONITOR – スイッチが上部
ポジションにある場合、ステレオイコ
ライザーでメインミックスを加工する
ことができます。この場合、モニター
ミックスはイコライザーによる影響
を受けません。

 スイッチが押された状態にある場
合、イコライザーはモニターミックス 
(モノラル) を加工することとなりま
す。この際、メインミックスへの影響
はありません。

(42) ヒューズホルダー / 標準 IEC コネク
ター – 電源への接続には標準 IEC コ
ネクターを使用します。このアダプ
ターは必要安全基準を満たしていま
す。この装置には適合する電源コー
ドが付属しています。ヒューズ交換
の際には必ず同じタイプのものを使
用してください。

(43) POWER スイッチ – POWER スイッチで
ミキサーの電源を投入します。電源
コンセントに接続する際にこのスイ
ッチが「オフ」になっていることをご
確認下さい。

 本体を主電源から切る時は、メイン
コードのプラグを引き抜いてくださ
い。製品を設置する際は、このコン
セントを容易に外せるような場所に
置くようにしてください。

(44) PHANTOM スイッチ – PHANTOM スイッ
チにより、モノラルチャンネルの XLR 
コネクターへのファンタム電源供給
機能を起動させます。この機能はコ
ンデンサーマイクを使用する際に必
要となります。ファンタム電源供給
機能が起動されると、赤色の + 48 V 
LED ランプが点灯します。

(45) シリアルナンバー。
(46) 24-BIT 多重効果プロセッサー – ここ

に多重効果プロセッサーの全ての前
もって作成したプログラムの概要を
了解できます。

(47) FOOTSWITCH – エフェクトプロセッサ
ーのオン・オフ切替用として、市販の
フットスイッチをフットスイッチジャ
ックへ接続してください。ペダル用
のエフェクトプロセッサーがミュート
の場合、これはディスプレー下の点
滅する点灯ポイントによって表示さ
れます。

(48) LEVEL – エフェクトモジュールに対す
る LED レベル表示は十分に高いレ
ベルを表示していなくてはなりませ
ん。クリップ LED がレベルチップのみ
に点灯することを注意してください。
一定の過度挽向でエフェクトプロセ
ッサーが光り、不快なひずみが発生
します。FX センドフェーダーはここ
でレベルをコントロールし、それはエ
フェクトモジュールに届きます。

(49) PROGRAM – PROGRAM コントローラー
を回転させ、エフェクトプリセットを
選択します。ディスプレイ上にセット
されたプリセット番号が点滅表示さ
れます。ボタンを押すと選択中のプ
リセットが確定され、点滅が止まり
ます。選択プリセットの確定にはフッ
トスイッチの使用も可能です。

(50) XPQ – XPQ TO MAIN スイッチにより、
サラウンド機能のオン・オフ切り替
えがおこなえます。このサラウンド
機能とは、内蔵エフェクト機能に
よるステレオベース拡張効果です。
これにより生き生きとした、透明感
あふれるサウンドがお楽しみいた
だけます。SURROUND コントローラ
ーによりエフェクト強度を設定で
きます。

behringer.com にてマニュアルをチェック

(10) PAN – PAN コントローラーにより、
ステレオ領域内におけるチャンネル
信号のポジションを設定します。

(11) MUTE (ミュート) – ミュートスイッチを
使ってチャンネルをミュートに出来ま
す。それはつまり、チャンネル信号が
メインミックスの中に存在しないと
いうことです。両方の補助送信帯域 
MON と FX 上における信号帯域はそ
れにもかかわらず、オンのままです。

(12) MUTE-LED (ミュート LED) – ミュート 
LED は従属しているチャンネルがミュ
ートになっているという信号を発し
ます。

(13) CLIP-LED – CLIP-LED はチャンネルがあま
りにも高くに設定されている場合、
点灯します。

(14) 各ステレオチャンネルはリンクと正し
いチャンネルのためにノブソケット
上のふたつのラインレベル入力にお
いて決められます。「L」が表示されて
いるソケットを使用した場合、チャン
ネル9/10 と 11/12 はモノにも設定で
きます。

(15) チャンネル 5/6 と 7/8 の両方はマイ
クのための対称的な XLR 導入部を決
め、それは決定に対する +48 ファン
タム電源も必要量において残ってい
ます。

(16) 全てのステレオチャンネル帯域はレ
ベル一致のために TRIM コントローラ
ーを備えています。チャンネルのマイ
ク入力がある場所に、TRIM コントロ
ーラーはふたつの目盛りを持ってい
ます。モノチャンネルにおいて、マイク
信号用のプリアンプが 0 から +40 dB 
で告げられ、+20 から -20 dB まではラ
イン入力に対するその都度の導入部
レベルのために一致しています。

(17) MON SEND – AUX センドコントロー
ラー MON SEND はモニターバス用の
マスターコントローラーとして機能
し、MON SEND コネクターを介してミキ
サーから取り込まれるサム信号のレ
ベルを決定します。このサム信号はモ
ニター用としてアンプに送り込むこと
もできます。 

(18) FX TO MON – このコントローラーは、
内蔵エフェクトプロセッサーで処理さ
れたエフェクト信号をモニターミック
スに挿入する際に使用します。

(19) MON MUTE – モニターミュートのスイッ
チを押すと、モニターバスがミュート
されます。つまり MON SEND コネクタ
ーには信号は流れません。

(20) FX SEND – FX SEND フェーダーはエフ
ェクトバスの全体的な音量を調節
します。このコントローラーを開く
と、FX SEND コネクターに接続した外
部エフェクト機器および内蔵エフェク
トプロセッサーには、入力信号しか送
り込まれません。

(21) FX TO MAIN – FX TO MAIN によって、調節
器はエフェクト信号をメインミックス
の中へ送り込みます。リンク表示上に
調節器があり、エフェクト信号は聞こ
えません。

(22) FX MUTE – FX ミュートのスイッチが押
され、モニター帯域がミュートになり
ます。FX センド端子上に信号はなく、
エフェクトプロセッサーは入力信号を
それ以上キャッチしません。

(23) MON SEND – ここでモニター最終段階
の導入部或いはアクティブなモニタ
ーラウドスピーカーシステムを接続
し、それはチャンネル内のモニター
調節器が提供する信号ミキシングを
試聴すること或いは音楽家がミキサ
ー上で聞こえるようにするためであり
ます。

(24) FX SEND – FX SEND 端子は FX 調節器に
よって個々のチャンネルをモノラル盤
で出した信号を導きます。ここで処理
したい FX 合計母線の合計信号と共
に外部のエフェクト装置を接続してく
ださい。エフェクトミキシングが調節
され、補助リターンソケット内のエフ
ェクト装置のアウトレットからの処理
された信号が返送されます。

(25) AUX RETURN 1 (AUX リターン 1) – 補助
リターン 1 ソケットは増幅において
エフェクトミックスのための戻り道と
して働き、それによってエフェクト帯
域を発生させることができます。左側
のジャックのみに接続がおこなわれ
ている場合には、Aux リターン は自
動的にモノラル出力となります。

(26) AUX RETURN 2 (補助リターン 2) – 
補助リターン 2 ソケットは補助リタ
ーン 1ソケットと全く同様に調節でき
ます。これらのジャックが追加入力
用として既に使用されている場合、
別のチャンネルを通してエフェクト信
号をミキサー内に再度送ることが必
要です。この際、チャンネル EQ によ
り、エフェクト信号の周波数帯域を変
更することが可能です。

(27) ボイスキャンセラー – これは録音か
らヴォーカルパートのみをほぼ完全
に取り除くことのできるフィルター回
路です。
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その他の重要な情報

1. ヒューズの格納部 / 電圧の選択:  
ユニットをパワーソケットに接続する前
に、各モデルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認してください。
ユ ニットによっては、230 V と 120 V の 
2 つの違うポジションを切り替えて使う、
ヒューズの格納部を備えているものが
あります。正しくない値のヒューズは、
絶対に適切な値のヒューズに交換されて
いる必要がありま す。

2. 故障: MUSIC Group ディーラーがお客様
のお近くにないときは、behringer.com の 
“Support” 内に列記されている、お客様
の国の MUSIC Group ディストリビュー
ターにコンタクトすることができま
す。お 客様の国がリストにない場合
は、同じ behringer. com の “Support” 内に
ある “Online Support” でお客様の問題が
処理できないか、チェックしてみてく
ださい。あるいは、商品を返送する前
に、behringer.com で、オンラインの保証請
求を要請してください。

3. 電源接続: 電源ソケットに電源コー
ドを接続する前に、本製品に適切な電圧
を使用していることをご確認ください。
不具合が発生したヒューズは必ず電圧お
よび電流、種類が同じヒューズに交換す
る必要があります。

その他の重要な情報

技術仕様
モノラル入力
マイク入力 IMP (インヴィジブル・マイク・プリアンプ )

タイプ XLR 電子バランス型入力、別系統入力
Mic E.I.N. ( 20 Hz - 20 kHz )

@ 0 Ω 入力インピー 
ダンス -134 dB / 135.7 dB A-weighted

@ 50 Ω 入力インピー
ダンス -131 dB / 133.5 dB A-weighted

@ 150 Ω 入力インピー
ダンス -129 dB / 130.5 dB A-weighted

周波数帯域 <10 Hz から 150 kHz (-1 dB) <10 Hz から 200 kHz (-3 dB)
増幅域 +10 から +60 dB
最高入力レベル +12 dBu @ +10 dB ゲイン
インピーダンス 約 2.6 kΩ / バランス
S/N 比 110 dB / 112 dB 出力スケール (0 dBu In @ +22 dB ゲイン)

歪み率 (THD+N) 0.005% / 0.004% 出力スケール
ライン入力

タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック電子バランス型入力
インピーダンス 約 20 kΩ バランス約 10 kΩ アンバランス
増幅域 -10 から +40 dB
最高入力レベル +22 dBu @ 0 dB Gain

フェードアウトアッテネーション1 (クロストークアッテネーション)
メインフェーダー閉 98 dB
チャンネルミュート時 85 dB
チャンネルフェーダーミ
ュート時 85 dB 

周波数帯域
メイン出力へのマイク入力

<10 Hz から 90 kHz +0 dB / -1 dB

<10 Hz から 160 kHz +0 dB / -3 dB

ステレオ入力
チャンネル 5/6, 7/8
マイク入力

タイプ XLR 電子バランス出力
インピーダンス 約 2.6 kΩ バランス
増幅域 0 dB から + 40 dB
最高入力レベル +2 dBu

ステレオ入力
タイプ 2 x 6.3 mm モノラルジャック、アンバランス出力
インピーダンス 約 40 kΩ @ 型 0 dB Gain
増幅域 -20 dB から +20 dB
最高入力レベル +22 dBu @ 0 dB Gain

チャンネル 5/6, 7/8
タイプ 2 x 6.3 mm モノラルジャック、アンバランス型出力
インピーダンス 約 40 kΩ @ 0 dB Gain
増幅域 - 20 dB から + 20 dB
最高入力レベル +22 dBu @ 0 dB Gain

CD/Tape In

タイプ RCA
インピーダンス 約 10 kΩ
最高入力レベル +22 dBu

EQ モノラルチャンネル
Low 80 Hz / ±15 dB

Mid 2.5 kHz / ±15 dB

High 12 kHz / ±15 dB

Low Cut 80 Hz, 18 dB / オクターブ

EQ ステレオチャンネル
Low 80 Hz / ±15 dB

Mid 2.5 kHz / ±15 dB

High 12 kHz / ±15 dB

FX/MON センド
タイプ 6.3 mm モノラルジャック、アンバランス型出力
インピーダンス 約 120 Ω
最高出力レベル +22 dBu

Aux リターン
タイプ 6.3 mm モノラルジャック、アンバランス型出力
インピーダンス 約 10 kΩ
最高入力レベル +22 dBu

メイン出力
タイプ XLR 電子バランス型出力
インピーダンス 約 240 Ω バランス / 120 Ω アンバランス
最高出力レベル + 28 dBu

コントロールルーム出力
タイプ 6.3 mm モノラルジャック、アンバランス出力
インピーダンス 約 120 Ω
最高出力レベル + 22 dBu

ヘッドフォン出力
タイプ 6.3 mm ステレオフォン

ジャック・アンバランス
最高出力レベル + 19 dBu / 150 Ω ( + 25 dBm)

CD/Tape Out

タイプ RCA
インピーダンス 約 1 kΩ
最高出力レベル + 22 dBu

DSP Texas Instruments
コンバーター 24-bit Sigma-Delta、64/128 倍オーバーサンプリング
サンプリングレート 40 kHz

メインミックス・システムデータ2

ノイズ
メインミックス @ -∞、
チャンネルフェーダー -∞

-99 dB / -101 dB A-weighted

メインミックス @ 0 dB、
チャンネルフェーダー -∞ -84 dB / -87 dB A-weighted

メインミックス @ 0 dB、
チャンネルフェーダー 
@ 0 dB

- 80 dB / - 82 dB A-weighted

電源供給
供給電圧 100 から 240 V～、50/60 Hz
消費電力 40 W
ヒューズ 100 - 240 V~: T  1.6 A  H
電源アダプター 標準 IEC コネクター

外形寸法および重量
寸法 (高さ x 幅 x 奥行き) 約 97 x 345 x 334 mm 
重量 (正味重量) 約 4.49 kg

計測条件: 
1:  0 dBu あたり 1 kHz rel. 、20 Hz ～ 20 kHz、ライン入力、メイン出力、ゲイン @ ユニティー
2:  20 Hz ～ 20 kHz 、メイン出力によるチャンネル 1～4 ゲイン @ ユニティー、サウンドコ

ントロール ニュートラル、全チャンネル メインミックス設定、チャンネル 1/3 左端、
チャンネル 2/4 右端レファレンス = +6 dBu

BEHRINGER 社は、最高品質水準の維持にむけた努力を常時おこなっています。必要と
みなされた改良等は予告なくおこなわれますので、技術データおよび製品の写真が
実物と多少相違することがあります。



We Hear You




